
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済部営農販売課が、２０１

０年９月から営農活動に役立つ

情報として、毎週１回、情報発

信してきた「営農ウィークリー

ＮＥＷＳ」が、発信し続けて１

３年、ついに発行７００号を迎

えました。 

営農ウィークリーＮＥＷＳは、

身近な情報をジャンルにとらわ

れない形で、課の職員が当番制

で実施してきました。 

多様化する組合員の皆様の要

望に迅速に対応するため、毎週

火曜日に紙面により各支店へ配信するほか、当ＪＡのホームページにも掲載しています。 

病害虫発生などの緊急的な情報発行は、「営農ウィークリーＮＥＷＳ」号外としても発

信してきました。 

最近では、今年度、管内の水稲の晩生品種で発生が初確認された「イネカメムシ」の

情報を号外として発行しました。 

また、営農販売課では、会員登録制のメール情報配信サービスの「営農情報メンバー

ズメール」なども行っています。 

今後も、ジャンルにとらわれない形で、当ＪＡ管内の様々な情報を発信し続けていき

ます。 
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)) 
ＴＡＣ information  

営農販売課とＪＡ全農、ＪＡ全農京都が、２０２２年から系統メーカー

と新たに開発中の水稲一発型肥料の実証試験を継続して行っています。 

２０２２年に肥料が高騰し、低コスト化と省力化を図る目的で実証試験

を行っています。 

２年間の調査結果では、従来の水稲用一発型肥料と比較しても、問題な

く終えています。 

供試肥料は、有機質原料を配合した水稲の肥効調節型肥料で稲の生育に

及ぼす影響などを調査します。 

今年は、向島支店管内で高温耐性品種「にこまる」と「ヒノヒカリ」の

２品種で実証試験を行い、２品種の生育を調査し、普及を目指します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

力強い挨拶をされた冨阪裕一組合長 


